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重要イベント① 米国の景気・物価動向
7月27日発表の4-6月期の米国実質GDP(国内総生産）は前期比を1年当たりに換算したベースで+4.1%と、2014
年7-9月期以来の高い伸びとなり、米景気の堅調さを示しました。年後半の景気・物価動向を占う上では、8月3日発表
の7月雇用統計、10日の７月消費者物価指数、15日の7月小売売上高、鉱工業生産指数などが注目されます。また、
7月31日、8月1日開催のFOMC（米連邦公開市場委員会）では金融政策の変更はない模様ですが、8月23日発
表の議事録は今後の金融政策の行方を探る上で注目されます。

重要イベント② 貿易摩擦問題の行方
7月6日に米国は、中国の知的財産権侵害への制裁措置として、340億米ドル分の中国製品に制裁関税を発動し、中
国も米国製品に同額の報復関税を課しました。今後も米中間で報復合戦が続き、自動車輸入への高率関税など欧州、
メキシコ、日本などに対しても米国が保護主義政策を強めるのか、交渉が進んで妥協点を見出されるのかが注目されます。

重要イベント③ 中国の経済政策と人民元の動向
中国では景気減速感が見える中、経済政策の重点は過剰な信用供与の抑制や調整から財政、金融両面での景気下
支えに移りつつあるようです。ただ、景気対策の重点が金融緩和面に置かれると、資本流出観測が高まって人民元が下落
し、他の新興国の為替レートに影響が及んだり、米国との貿易摩擦を強める可能性があり、注意が必要です。

2018年8月1日

8月の政治・経済イベントと
マーケットの振り返り
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上記は、すべて現地時間で作成しており、作成時点で利用可能な最新の情報を用いておりますが、発表日は変更される可能性があります。
（出所）Bloombergデータ等より野村アセットマネジメント作成

予定

1日(水) 米国 ISM製造業景況感指数（7月）、金融政策発表

3日(金) 米国 雇用統計、ISM非製造業景況感指数（7月）

9日(木) 中国 消費者物価指数（7月）

10日(金) 日本 4-6月期GDP（1次速報値）

10日(金) 米国 消費者物価指数（7月）

12日頃 中国 マネーサプライ、社会資金調達金額（7月）

14日(火) 中国 小売売上高、鉱工業生産指数、固定資産投資（7月）

15日(水) 米国 小売売上高、鉱工業生産指数（7月）

23日(木) ユーロ圏 購買担当者景気指数（製造業、サービス業、総合、8月速報値）

23日(木) 米国 7/31、8/1開催のFOMC議事録発表

24日(金) 日本 全国消費者物価指数（7月）

30日(木) 米国 個人所得、個人消費支出、個人消費支出デフレーター（7月）

31日(金) 日本 鉱工業生産指数、失業率、有効求人倍率（7月）
東京消費者物価指数（8月）

国・地域
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○野村アセットマネジメントHP（http://www.nomura-am.co.jp/）からは、

ホーム画面 ＞ マーケット情報 ＞ マーケットコメント

とクリックしていただくことで、アクセスできます。

こちらのページからは、過去のマーケットコメントもご覧いただけます。
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